
 

 

長浜市木之本町古橋の浸水警戒区域の指定について 

 

 

 

このことについて、次のとおり滋賀県知事から付議されたので、審議願います。 

 

 

記 

 

 滋賀県流域治水の推進に関する条例第 13 条第１項の規定に基づき、浸水警戒区

域の指定を行おうと考えるので、同条第５項の規定に基づき、審議会の意見を求め

る。 

 

 

 

 

 

 

令和６年２月 28 日 

 

 

滋賀県流域治水推進審議会会長  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

議第２号 



       第 15回滋賀県流域治水推進審議会資料 

 

議第２号 

長浜市木之本町古橋の浸水警戒区域の指定について 

 

１．浸水警戒区域を指定しようとする土地の区域 
２．浸水警戒区域を指定しようとする土地の区域における想定水位 
３．指定しようとする区域の住民および利害関係人から提出された意見書 

４．長浜市長の意見 

 

 

【説明資料】 

① 長浜市木之本町古橋での取組状況について 

 

② 長浜市木之本町古橋 水害・土砂災害に強い地域づくり計画 概要版 

 

③ 長浜市木之本町古橋 水害・土砂災害に強い地域づくり計画 

 

 

 

 

 

 

  



 1.浸水警戒区域を指定しようとする土地の区域 

 図 面 名 
浸水警戒区域の表示 

区域の所在地 長浜市木之本町古橋 

 道 路 県道川合千田線 

告示年月日 令和 年 月 日 河 川 高時川 

告示番号 滋賀県告示第 号 縮  尺 1：4000 

 
 

※背景図は、長浜市都市計画図（白図）を使用し、建物の位置・形状を一部修正している。 

凡 例 

 

浸水警戒区域の指定の区域 

河川            

大谷川 高時川 

至 長浜市木之本町小山 

至 長浜市木之本町川合 

県道川合千田線 



 2.浸水警戒区域を指定しようとする土地の区域における想定水位 

 図 面 名 浸水警戒区域に 

おける想定水位 

区域の所在地 長浜市木之本町古橋 

 道 路 県道川合千田線 

告示年月日 令和 年 月 日 河 川 高時川 

告示番号 滋賀県告示第 号 縮  尺 1：4000 

 
 

※背景図は、長浜市都市計画図（白図）を使用し、建物の位置・形状を一部修正している。 

凡 例 

 

区域内の想定水位(T.P.+m) 

想定水位の区域      

河川           

大谷川 高時川 

至 長浜市木之本町小山 

至 長浜市木之本町川合 

県道川合千田線 



３．指定しようとする区域の住民および利害関係人から提出された意見書 

 

（縦覧期間：令和６年１月 26 日～２月８日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．長浜市長の意見 

（回答：令和６年２月 19 日付け長道河第 711 号） 

 

 

２名より下記意見書が提出されました。（原文のまま記載） 
 
【意見書①】 
「長浜市木之本町古橋における浸水警戒域指定（案）」については、意見はござ

いませんが、村内を流れている大谷川の滞留土砂に関して、滞留土砂の撤去を

要望すると共に、ご検討頂きたい。 
国交省のサイトにも、「堆積した土砂は、河川の流下能力を低下させるものであ

り、洪水被害を未然に防止するため、速やかに撤去する必要があります。」と、

掲載されております。上流にあるダムが、砂防ダムになってから、土砂の堆積

が年々進んでいると、自治会関係者から聞いております。私の所有する家屋の

裏側に大谷川が流れており、日々様子を見ておりますが、約８年～10 年前まで

は全く無かった堆積土砂が年々増えており、現在では村内を流れる大谷川の半

分近くに土砂堆積が見られます。土砂堆積は、川底から約１ｍに達している箇

所も多くあるようです。 
河床が上昇し流下能力不足のリスクが高まっている状況が、続いております。 
また、近年の頻発化・激甚化する豪雨により、氾濫危険水位を超過する危険性

が増し，大谷川の氾濫等さらなる災害が発生するのではないかと村民の不安は

一層高まっています。 
河道が本来持っている流下能力を確保・維持することにより、村民の生命や財

産を守り、町民が安心して暮らすことができるよう早急に古橋自治域の大谷川

河川の河道面積を確保しながら、堆積土砂の除去を検討及び実施頂くことを切

に要望いたします。 
 
【意見書②】 
被害の経緯 
当地区の補助整備事業（滋賀県と合併前の木之本町）により道路を作られまし

たが、うちだけ取り残され雨シーズンになると浸水被害が発生します。 
浸水の原因は道路との高低差だと思います。 
道路の一部は私有地です。その記録は旧木之本役場に残ってます。 
協力者なのに被害者となってしまいました 
皆と平等にして下さい。お願い致します 

別紙のとおり 






